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1．渡良瀬川河川事務所の流砂量観測の概要

渡良瀬川河川事務所では、平成 23 年度から平成 29

年度の 7 年間でハイドロフォン、濁度計等の観測機器

を用いた流砂量観測を実施している。

しかし、平成 23 年度大規模出水の影響等により観

測機器が破損・損傷し、復旧までに期間を要したため、

観測データの取得状況は断続的である。

 現在では、足尾砂防堰堤、中居砂防堰堤、赤岩橋、

川口川下流砂防堰堤の 4 地点で流砂量観測を継続し

ている（表-1、図-1 参照）。 

2．流砂量観測結果の整理 

4 観測地点のうち、草木ダムの上流に位置する足

尾砂防堰堤、中居砂防堰堤の出水時の水位と単位

幅掃流砂量の関係(対象：平成 23 年度、平成 28 年

度、平成 29 年度)について整理した結果、2 地点の

水位と単位幅掃流砂量の経年的な変化が異なるこ

とが確認された（図-2 参照）。 

足尾砂防堰堤では、平成 23 年度と比較して、平

成 28 年度、平成 29 年度は同じ水位に対して、掃

流砂量が減少する傾向が確認される。

一方、中居砂防堰堤では、平成 23 年、平成 28

年、平成 29 年の水位と掃流砂量の反応は同様の反

応であり、流下土砂量の減少や増加は確認されな

い。なお、平成 28 年度の補修の際に水位計を水通

し部より約 70cm 高い位置に再設置したため、平成

28 年以降の低い水位データがない。 

 この結果より、足尾砂防堰堤では近年流下土砂

量は減少しており、中居砂防堰堤では流下土砂量

があまり変わっていないと推定される。
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図-2 水位と単位幅掃流砂量の相関図(左：足尾砂防堰堤、右：中居砂防堰堤) 

施設名 観測機器 

足尾砂防堰堤 ハイドロフォン、濁度計、水位計、

浮遊砂サンプラー

中居砂防堰堤 ハイドロフォン、濁度計、水位計、

浮遊砂サンプラー

赤岩橋 濁度計、水位計、浮遊砂サンプラー

川口川下流砂防堰堤 ハイドロフォン、濁度計、水位計、

浮遊砂サンプラー

表-1 各施設の観測機器の設置状況 
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3．観測地点上流の整備事業 

 2 で示した流下土砂量の変化の要因を考察するため、足尾砂防堰堤、中居砂防堰堤の各流域の砂防の整備

事業について確認した。 

3.1 足尾砂防堰堤 

 足尾砂防堰堤の流域は、渡良瀬川流域における砂

防の最重点箇所として、荒廃した斜面からの土砂流

出を防ぎ、失われた緑を復元する松木山腹工の整備

や NPO を通じた植樹が継続されている。 

 それらの効果により足尾砂防堰堤の流域では、土砂生産が年々と減少すると推定される。また、多くの砂

防堰堤も整備されており、生産され、流下する土砂の多くは砂防堰堤により捕捉されていると推定される。 

 なお、足尾砂防堰堤の流域において、砂防堰堤の除石を実施した実績はないため、除石により流下土砂量

が減少した影響はないと推定される。 

3.2 中居砂防堰堤 

 中居砂防堰堤の残流域では、神子内川流路工を

始め、複数の流路工が整備されており、支流からの

流出土砂が渡良瀬川本川まで流下しやすい環境に

整備されている。また、床固群も整備されており、

河床勾配は安定しており、土砂流出の環境は安定している。 

 そのため、中居砂防堰堤の残流域では、足尾砂防堰堤の流域と比較して、生産された土砂は支流を経由し、

本川に供給され、土砂が下流に安定して流下しやすい環境にあると推定される。 

 

4．ハイドロフォンの流砂量データによる砂防事業の事業評価の可能性 

 上記の 2 と 3 の結果より、以下のことが確認され、水位計とハイドロフォンの観測結果に基づき、上流域

の砂防事業の効果を評価できると考えられる。 

①足尾砂防堰堤の流域では、平成 24 年度以降も松木山腹工の整備や植樹が進められており、また流砂量観測

機器が設置される以前からも整備されている効果が寄与し始め、平成 23 年度と比較して、平成 28 年度、

平成 29 年度は土砂生産が抑制されていると推定される。そのため、水位と掃流砂量の相関関係より、平成

28 年度、平成 29 年度は平成 23 年度と比較して、水位が上昇しても掃流砂量が増加しない環境であると推

定される。 

②中居砂防堰堤の流域では、流路工、床固群の整備により、土砂流出が安定していると推定される。そのた

め、水位と掃流砂量の関係より、平成 23 年度、平成 28 年度、平成 29 年度ともに水位の上昇に伴い、掃

流砂量が増加しており、安定して土砂が流出する環境であると推定される。 

③以上より、水位と掃流砂量の関係に基づき、上流域での砂防事業の効果を確認でき、経年的にデータを蓄

積すれば、砂防事業の事業評価にも活用できることがわかった。 

 

5．課題 

 本論文の課題を以下に示す。 

・足尾砂防堰堤、中居砂防堰堤の観測データは平成 23 年度、平成 28 年度、平成 29 年度の 3 か年のみであ

り、データが少ないため、今後もデータを蓄積する必要がある。 

・本論文では、ハイドロフォンに着目してデータ整理を実施したが、濁度計で観測された土砂容積濃度を用

いた整理も今後は必要である。なお、本論文で濁度計の整理を対象としなかったのは、濁度計の故障等が

あり、データが少ないためである。 

 

 

施設 整備状況 

山腹工 松木山腹、松木山腹工 

砂防堰堤 足尾砂防堰堤、松木 1 号砂防堰堤等の 33 基 

床固群 オオガキ沢床固群 

施設 整備状況 

砂防堰堤 中居砂防堰堤、神子内砂防堰堤等の 40 基 

流路工 神内子川流路工、下平沢流路工等の 3 基 

床固群 足尾ダム床固群、神内子川上流床固群等の 6 基

表-2 足尾砂防堰堤の砂防整備状況 

表-3 中居砂防堰堤の砂防整備状況 
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